別　紙
認定調査票における記載方法の変更
· 概況については、１群の特記事項の上、箱枠内に記載願います。
　　　　申請理由については、新規及び区分変更の場合は、必ず記載してください。可能な限り、「施設入所を希望するため」等の具体的なサービス利用を申請理由に記載するのではなく、状況の変化（介護の手間等）から申請理由を記載願います。（新規や区分変更は状況が変化していると推察されます）
· 判断に迷った項目については☆を記載願います。なお、判断に迷った具体的な状況と調査員の判断根拠を特記事項に記載願います。
· 介助の状態が、対象者にとって「不適切」と判断した項目については◎を記載願います。なお、現状の介助の方法と、その介助を「不適切」と判断した理由、適切な介助を選択した理由を、特記事項に記載願います。
· ７日常生活自立度に関連する項目についての特記事項については、選択理由を必ず記載願います。障害高齢者の日常生活自立度、認知症高齢者の日常生活自立度について、それぞれ記載願います。
· 必要に応じて、その他において特記すべき項目について記載願います。
認定調査票記載に係る留意点
· 特記事項の記載においては、「選択の根拠」、「手間」、「頻度」の３点に留意願います。特に、第２群、第４群、第５群については、「介護の手間」と「頻度」の記載を充実願います。
· 「排泄」（第２群の５と６）に係る記載では、①排泄の方法、②昼夜の違い、③失敗の有無、④頻度の記載を必須とします。
· 第４群では、基本調査の選択は「行動」の有無で判断しますが、審査会が二次判定で必要とする情報は「対応」（介護の手間）の有無です。第４群においては、「介護者」の視点で、BPSDによる行動が発生していることで、具体的にどのような対応がされているか（または、特に対応していないか）を、頻度ととも記載願います。
Q＆A
· 新規申請の方で、独居であり認知機能低下がある場合、「排泄」に係る記載について指摘あった事項をすべて把握するのは難しいため、確認できた状況の記載にとどめてよいか。このようなケースは「排泄」のみならず、総じて書きづらく、ご了承いただきたい。
回　答
　認定調査員テキスト、４頁において、要介護認定に関わる人ぞれぞれの役割の中で、「認定調査員は、申請者の状況を極力正確に介護認定審査会に伝達することが求められている。しかしながら、認定調査において、認定調査員が一次判定のすべての責任を負うということでなく、介護認定審査会において、認定調査員や主治医が申請者から得た情報を、総合的に判断し、一次判定を修正・確定し、必要に応じて一次判定の変更を行う」（要約抜粋）と記載されております。
　このことから、「排泄」の調査項目に限らず、審査に必要な情報を極力正確に認定調査票にまとめて記載願います。
　「排泄」においては、介護認定適正化事業技術的助言事業において、平成25年度、令和２年度とも、記載の充実について助言をいただいておりますので、特にご留意願いたい点となっております。
· 調査日　令和　年　月　日　　　　保険者番号　032037　　　　　被保険者番号 　　　　　　
認定調査票（特記事項）　特記事項の記載においては、「選択の根拠」、「手間」、「頻度」の３点に留意　

 １　身体機能・起居動作に関連する項目についての特記事項

☆(　-　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　生活機能に関連する項目についての特記事項　「介護の手間」と「頻度」の記載の充実
(２-５)「排泄」の特記では、①排泄の方法、②昼夜の違い、③失敗の有無、④頻度の記載を必須 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(２-６)①排泄の方法（トイレ、おむつ等）に対する介護の内容を、②昼夜の違いがあれば日中と夜間 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)に分けて記載し、③失敗がある場合は、それに対する手間（パッド交換や掃除など）を記載 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)介護の内容が同じでも、発生回数によって介護の手間の量は異なるため④の頻度の記載が必要 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎(　-　)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ３　認知機能に関連する項目についての特記事項

(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ４　精神・行動障害に関連する項目についての特記事項　「介護の手間」と「頻度」の記載の充実

(　-　)４群は「行動」の有無で判断するが、審査会よる二次判定では必要とする情報は「対応」（介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)護の手間）の有無であることから、「介護者」の視点で、BPSDによる行動が発生していること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)で、具体的にどのような対応がされているか（または、特に対応していないか）を頻度ととも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　)に記載 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　社会生活への適応に関連する項目についての特記事項　「介護の手間」と「頻度」の記載の充実
(　-　) ※５群の３は「能力」、５群の４は「有無」で判断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　特別な医療についての特記事項
(　-　) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７　日常生活自立度に関連する項目についての特記事項　※選択理由については各々記載
  (障　害)障害高齢者の日常自立度（寝たきり度）の選択理由について記載 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(認　知)認知症高齢者の日常生活自立度の選択理由について記載 　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概況：　申請理由を記述（新規や区分変更の場合必須）


現在受けているサービスの利用状況や施設利用の有無、調査対象者の家族状況、居住環境等について特記すべき事項を具体的に記載


　








判断に迷った項目は、記載行左に☆を記載し、迷った内容及び選択した理由を記載





介助の状態が「不適切」であると判断した項目は、記載行左に◎を記載し、その理由を記載したうえで適切な介助の方法を選択








